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ABSTRACT 
This study proposes a library concept in which digital contents are Visualized on a wall 
display. Therefore, we examine the appropriate method of displaying digital contents based 
on users' impression evaluation. Participants rated each of the following five evaluation items 
on a five-point scale "Ease of viewing" "Ease of identifying" "Ease of borrowing" "Ease of 
reading" and "Preference". These results that "front cover and spine" is highly evaluated. 
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１． まえがき 

近年，インターネットや電子書籍の普及にともない，

オンラインで電子書籍や紙の本の情報を整理できる

電子書棚が生まれている[1]．また，これからの図書館

像として他のメディア提供手段（書店，マスコミ，イ

ンターネット），社会教育施設に対して持つ特性を明

らかにし，それを生かすサービス方法を考えることが

必要[2]とされている． 
電子書棚の多くは（図 1(a)）表紙画像を並べて表示

されており，これらの表示情報では実際の書棚（図 
1(b)）に比べ本のサイズや厚み，背表紙のデザインな

ど利用者が得られる情報が少なくなる．電子書棚を使

用した図書館環境を設計する際に従来の表示手法を

使用すると上記の通り利用者が得られる情報が少な

くなるという問題がある．そのため，図書館の壁面デ

ィスプレイ上デジタルコンテンツを設置する際の表

示手法を検討する必要があると考える． 
本研究では，図書のデジタルコンテンツ（デジタル

図書コンテンツ）を壁面ディスプレイ上に表示した図

書館の構想を提案する．そのため，利用者の印象評価

に基づいた適切なデジタル図書コンテンツ表示手法

について検討した．本研究では，光フィードバックの

有無によって非接触タッチパネルの操作性にどのよ

うな影響を及ぼすのかを実験により明らかにする． 

２．壁面ディスプレイ環境を活用した電子書棚 

２．１ 壁面ディスプレイ 

現在，デジタルコンテンツとしての書籍は電子書籍

をはじめ，個人利用としての形で広く普及されている．

また，Biblio Tech[3]のように電子書籍の閲覧ができる

端末を配置した図書館があるが端末を利用者ごとに

用意する必要がある． 

また，端末のように小さいディスプレイだと司書が

利用者に対して行う図書案内業務のような複数人で

書棚を共同利用することが難しくなる場合も考えら

れる． 

1 福山大学工学部  2NTT テクノクロス株式会社 3 アンカーデザイン株式会社   
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図 2 に壁面ディスプレイのイメージである 8K 
Magnificence on a Massive 325” Screen[4]を示す．壁面

ディスプレイであれば単位面積当たりの本の情報量

は通常のディスプレイと比較して増加する．また，利

用者に対して個別に端末を用意する必要がなく，利用

者と司書や保護者と子供などの同一の書棚を共同利

用することも容易になる． 

本研究では，壁面上のディスプレイにデジタル図書

コンテンツを表示する図書館環境を提案し，その際の

デジタル図書コンテンツの表示手法について検討す

る． 

２．２ 表示環境としての壁面ディスプレイ 

現在，教育分野における大講義室で多数の学生を相

手にプレゼンテーションを行う機会などのように大

画面なスクリーンを利用する機会が増加している渡

辺らは大画面スクリーンを用いてプレゼンテーショ

ンを行う際に，発表者にとって操作が容易で，聴講者

にとって視認性が高く，直感的に理解可能な Remote 
Touch Pointing[5]を提案している．図 3 に Remote 
Touch Pointing を示す． 

大画面ディスプレイの利用シーンとして壁面ディ

スプレイが挙げられる．協調作業や公共での情報提示

を目的として大画面の壁面ディスプレイが利用され

る機会が増加してきている[6]．コンテンツのデジタ

ル化が進むにつれ壁面ディスプレイの利用シーンは

増加することが見込まれる． 

２．３ 電子書棚における図書コンテンツ表示 

電子書棚に関する研究として杉本らの書籍群を一

覧するインタフェースデザインの検討[7]が挙げられ

る．この研究では書籍の ISBN から背表紙画像を自動

生成し，生成した背表紙画像を並べた「仮想書棚」と

いう書棚のもつ機能を活かし，書籍郡を視覚的に提示

し，一覧できるインタフェースを提案している．図 4 

に仮想書棚の例を示す． 

自動生成された背表紙画像を並べる場合，実際の図

書のデザインが電子書棚に反映されなくなる． 本研

究では背表紙画像だけでなく表紙・裏表紙を含めたデ

ザインを検討しその効果について分析を行う． 

３ デジタル図書コンテンツの表示手法の設計 

本研究では表示手法として表示させる画像の種類

のパターンである 4 つの画像表示パターンと表示さ

せる画像のサイズのパターンである 2 つの画像サイ

ズパターンを組み合わせた 8 パターンの表示手法を

図書館におけるデジタルコンテンツ表示手法として

検討する． 

 
(a) 電子書棚 

 

 
(b) 実際の書棚 

図 1 電子書棚と実際の書棚の対比 
 

 
図 2 8K Magnificence on a Massive 325” 

Screen 

 

 
図 3 Remote Touch Pointing 
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３．１ 図書コンテンツの画像表示パターン 

利用者が書棚を利用する際に提供される画像とし

て，背表紙画像・表紙画像・裏表紙画像を用意する． 
画像表示パターンについては，利用者が書棚を利用

する際に提供される画像として，背表紙画像・表紙画

像・裏表紙画像を用意する．図書画像のパターンとし

て背表紙画像の表示あり・なし，表紙画像の表示あり・

なし，裏表紙画像の表示あり・なしを組み合わせた 8
パターンを用意する．表 1 に検討する画像表示パタ

ーンを示す．これらの選択肢の中で検討する画像表示

パターンを策定する． 
本研究では，「背表紙なし表紙あり裏表紙なし」に

ついては検討を行い「表紙」と呼称する．「背表紙あ

り表紙なし裏表紙なし」については実際の書棚で使用

されている表示手法なので検討を行い「背表紙」と呼

称する．「背表紙あり表紙あり裏表紙なし」について

は検討を行い「表紙+背表紙」と呼称する．「背表紙

あり表紙あり裏表紙あり」については検討を行い「表

紙+背表紙+裏表紙」と呼称する． 
また，「背表紙なし表紙なし裏表紙なし」について

は本研究では図書画像のデザインに着目するため画

像のないパターンは検討を行わない．「背表紙なし表

紙なし裏表紙あり」については一般的に裏表紙のみで

の表示は行われないため検討を行わない．背表紙なし

表紙あり裏表紙あり」については実際の環境で一冊の

図書を見る際に表紙と裏表紙を同時に見ながら背表

紙を見ないということを行えないため検討しない．

「背表紙あり表紙なし裏表紙あり」については一般的

に使用されていないため検討を行わない． 
これらの本研究で検討する画像表示パターンを表 

1 に示す．また，検討する画像表示パターンの表示例

を実サイズ表示で表示した際の例を表 2 に示す．「表

紙」表示では．図書画像の表紙画像のみを表示させる．

「背表紙」表示では．図書画像の背表紙画像のみを表

示させる．「表紙+背表紙」表示では，図書画像の表

紙画像と背表紙画像を隣り合わせて表示させる．この

際に，表示させる図書が右開きの図書であれば背表紙

画像の右側に表紙画像を表示させ，左開きの図書であ

れば背表紙画像の左側に表紙画像を表示させる． 
「表紙+背表紙+裏表紙」表示では，図書画像の表紙

画像と背表紙画像と裏表紙画像を隣り合わせて表示

させる．この際に，表示させる図書が右開きの図書で

あれば背表紙画像の右側に表紙画像を表示させ，左側

に裏表紙画像を表示させる．左開きの図書であれば背

表紙画像の左側に表紙画像を表示させ，右側に裏表紙

画像を表示させる．

 

３．２ 図書コンテンツ画像サイズパターン 

デジタル図書コンテンツを表示する際のサイズと

して実際の図書と同じサイズで表示させる手法を実

サイズ表示とし，画像表示パターンごとの実サイズ表

示の例を図 4 に示す．また，デジタル図書コンテン

ツを表示する際のサイズとしてすべての図書画像の

サイズを標準化させて表示させる手法を標準サイズ

表示とし，図 5 に示す． 
4 パターンの画像表示パターンと 2 パターンの画像

サイズパターンを掛け合わせ，パターン 1 を「表紙」

実サイズ，パターン 2 を「表紙」標準サイズパターン

3 を「背表紙」実サイズ，パターン 4 を「背表紙」標

準サイズ，パターン 5 を「表紙+背表紙」実サイズ，

パターン 6 を「表紙+背表紙」標準サイズ，パターン

7 を「表紙+背表紙+裏表紙」実サイズ，パターン 8 を

「表紙+背表紙+裏表紙」標準サイズとする． 
 

 
図 4 仮想書棚の例 

表 1 検討する画像表示パターン 
背表紙 表紙 裏表紙 パターン名 

なし なし なし －（画像がない） 

なし なし あり －（表紙がない） 

なし あり なし 「表紙」 

なし あり あり －（実環境で再現 

できない） 

あり なし なし 「背表紙」 

あり なし あり －（表紙がない） 

あり あり なし 「表紙+背表紙」 

あり あり あり 「表紙+背表紙 

+裏表紙」 
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４．デジタル図書コンテンツ表示の比較実験 

４．１ 実験手順 

4 パターンの画像表示パターンに 2 パターンの画像

サイズパターンを組み合わせた 8 パターンの表示手

法を実験対象とする．これら各パターンに「見やすさ」

「見分けやすさ」「借りたさ」「読みたさ」「好感度」

の 5 項目の評価項目を設定したアンケート用紙を用

いた．図 6 に使用したアンケート用紙の例を示す．

回答者は評価項目ごとに回答者が最も近いと思う 5
段階の選択肢を１つ選択し回答した． 

４．１ 実験結果 

それぞれの評価値の平均値，標準偏差，最頻値を集

計した結果を表 2 に示す． 
「見やすさ」では「表紙+背表紙」標準サイズの平

均値が 4.10 と最も高く，次に「表紙+背表紙」実サイ

ズの平均値が 4.07の順に高い結果となった．しかし，

最頻値に着目すると「表紙+背表紙」標準サイズの最

頻値が 4 に対して，「表紙+背表紙」実サイズは 5 で

あった．「見分けやすさ」では「表紙+背表紙」実サ

イズの平均値が 4.29と最も高い結果となった．また，

最頻値に着目すると「表紙+背表紙」実サイズの最頻

値が 5 と最も高い結果となった． 
「借りたさ」では「表紙+背表紙」実サイズの平均

値が 3.64 と最も高く，「読みたさ」では「表紙+背表

紙」標準サイズの平均値が 3.67 と最も高く，「好感

度」では「表紙+背表紙」標準サイズと「表紙+背表紙」

実サイズの平均値が 3.66 と最も高い結果となった． 
「見やすさ」，「読みたさ」，「好感度」の 3 項目

の中で「表紙+背表紙」標準サイズの平均値が最も高

かった．また，「見分けやすさ」，「借りたさ」，「好

感度」の 3 項目で「表紙+背表紙」実サイズの平均値

が最も高かった．これらの結果から「表紙+背表紙」

による表示が適切であると考えられる． 

 

図 4 実サイズ各表示手法 

 

 

図 5 標準サイズ各表示手法 

  
図 6 パターン 1・2 のアンケート 
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５．考察 

５．１ デジタル図書コンテンツの提示情報 

表記されている情報を「表紙」「背表紙」「裏表紙」

の表示画像ごとに比較するために日本目録規則[8]か
ら書棚を利用する際に必要とする情報を参照し，表 3
に比較実験に使用した 38 冊の中で表示画像に対して

情報が表記されていた冊数を纏めたものを示す．「タ

イトル」，「出版社」，「著者」などの情報は背表紙

画像にも表記されている図書が多かったが「図」や「内

容の要約」など図書の内容に関する情報は背表紙画像

に表記されていない図書が多いという結果になった． 
比較実験で使用した背表紙画像に表記されている

情報は表紙画像に表記されている情報に包含されて

いる．しかし比較実験の結果，表紙画像のみの表示手

法よりも表紙画像に背表紙画像を追加した表示手法

の方が高い評価を得た．この要因として，表記されて

いる情報とは別に背表紙画像からは本の厚みという

情報が得られるというものが考えられる． 
一方，背表紙には本の内容に関する情報は少ないも

のの視覚的なデザインが重要視されている．図書が書

棚に陳列される際に書棚の利用者が手に取る前にデ

ザインを通じて引き込まれるポイントとなる．これら

のことから表紙画像を表示させる際に背表紙画像を

追加で表示させると評価が高くなる可能性が示唆さ

れた． 

５．２ デジタルツインにおける電子書棚 

近年 IoT の進化によりデジタルツインはリアルタ

イムに現実世界との連動した仮想空間を生成するこ

とが可能となった．[9] 
また，NTT R&D Website の「デジタルツインコンピ

ューティングとはなにか」[10]によると，従来のデジ

タルツインの概念を発展させ，多様な産業やモノと人

のデジタルツインを掛け合わせこれまで総合的に扱

うことが出来なかった組合せを高精度に再現するこ

とが可能になる． 
「博物館 DX の推進に関する基本的な考え方」[11]

に掲載されている博物館 DX を進める上で各関係者

に期待される役割において，図書館や公文書館など他

の文化関連施設が，博物館が作成したコンテンツを流

通するための手法について検討・改善を図る．といっ

たものが挙げられる．これらに基づいて，デジタルツ

イン上に新たな図書館環境を作り出す方向性が強ま

ることが考えられる．これまでの現実の物理的な空間

が壁面ディスプレイ上にそのまま再現されるだけで

はなく利用者の主観も反映される図書館を構築する

ことが期待される．利用者は壁面ディスプレイを通じ

ての書棚の利用を体験する事で従来の物理的制約を

超えて利用者に新たなインタラクションを提供する

事が可能になると考える． 
従来のデジタルツインの考え方では，フィジカル空

表 2 5 段階評価アンケート集計結果 

平均値（最頻値） 

標準偏差 
見やすさ 見分けやすさ 借りたさ 読みたさ 好感度 

1.「表紙」 

実サイズ 

3.80 (4) 3.76 (5) 3.30 (3) 3.42 (3) 3.47 (3) 
1.06  1.15  0.98  0.91  1.04  

2.「表紙」 

標準サイズ 

3.95 (5) 3.66 (4) 3.35 (3) 3.42 (3) 3.55 (3) 
1.04  0.96  0.90  0.89  0.96  

3.「背表紙」 

実サイズ 

2.25 (1) 2.33 (2) 2.52 (2) 2.45 (3) 2.55 (3) 
1.24  1.13  1.13  0.97  1.14  

4.「背表紙」 

標準サイズ 

2.27 (1) 2.19 (1) 2.36 (3) 2.44 (3) 2.48 (3) 
1.24  1.14  1.02  1.07  1.13  

5.「表紙+背表紙」 

実サイズ 

4.07 (5) 4.29 (5) 3.64 (3) 3.66 (3) 3.66 (3) 
0.89  0.78  0.80  0.75  0.93  

6.「表紙+背表紙」 

標準サイズ 

4.10 (4) 3.98 (4) 3.61 (3) 3.67 (3) 3.66 (4) 
0.82  0.84  0.82  0.79  0.94  

7.「表紙+背表紙 

+裏表紙」実サイズ 

3.80 (4) 3.94 (5) 3.38 (3) 3.47 (3) 3.30 (3) 
1.07  1.04  0.87  0.91  1.10  

8.「表紙+背表紙 

+裏表紙」標準サイズ 

3.76 (4) 3.85 (4) 3.35 (3) 3.39 (3) 3.16 (3) 
1.03  0.94  0.91  0.85  1.07  
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間上のものをサイバー空間上にそのまま持って行く

ものであった．今までのデジタルツイン上の図書館は

実際の書棚をそのままサイバー空間に反映させるた

め，背表紙画像のみの表示や表紙画像のみの表示であ

った．これからはデジタルツインコンピューティング

における操作性，認知性，快適性を表すユーザビリテ

ィを考慮する必要がある．その中でも主観的満足度に

着目すると本研究で検討した評価項目などが必要に

なることが考えられる． 

６．まとめと今後の課題 

実験参加者に対してアンケートをとることで評価

基準ごとに最適なデジタル図書コンテンツ表示手法

を検討した．今回の結果で「借りたさ」「読みた

さ」「好感度」のように別方向の評価基準であって

も「見やすさ」「見分けやすさ」のような似通った

評価基準であっても適切と言えるデジタル図書コン

テンツ表示手法は別のものになる可能性があること

を確認した．デジタル図書コンテンツとしての表示

では実際の本を手に取った際と比べ大きさや質感な

ど様々な情報が失われている.しかし，デジタル図

書コンテンツの書棚では表紙と背表紙を同時に表示

させることが可能である．また，利用者が求める図

書館の理想像に応じて標準サイズ表示や実サイズ表

示など表示手法を切り替えることが可能である 

今回の比較実験で使用した「背表紙」に掲載され

ている情報は「表紙」に掲載されている情報に包含

されていた．にもかかわらずどの評価項目において

も「表紙」のみの表示より「表紙+背表紙」の表示

の方が高い評価を得た．よって図書館の壁面ディス

プレイにデジタル図書コンテンツを表示する際に利

用者に与えたい印象によって表示手法を考える必要

がある．また，「表紙あり・背表紙なし・裏表紙あ

り」のように今回の比較実験で検討しなかった画像

表示パターンに対しても新たに比較実験を行う必要

がある． 
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表 3 表示画像に対し得られる情報(冊) 

 著者 出版社 シリーズ 

タイトル 

タイトル 逐次刊行物

の順序表示 

図 内容の

要約 

並列 

タイトル 

表紙 36 37 1 38 2 36 20 7 
背表紙 28 30 1 38 2 2 4 2 
裏表紙 1 26 0 15 0 16 10 3 
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